
 

 

 

 

ピースおおさかで所蔵する戦争や平和の映像資料を広く多くの方々にも鑑賞していただくための機会として、 

開催します。平和な世の中を子どもたちに引き継いでいく方法をいっしょに考えてみませんか？ 

原爆の子 

【96分 モノクロ 1952(昭和27)年 日本】 

【ところ】ピースおおさか１階講堂  【申込方法】申込不要(当日先着順) 

【対  象】どなたでも(小学生以下は保護者の方と同伴) 

【入館料】大人 250 円、高校生 150 円、中学生以下は無料 

65 歳以上・障がい者の方も無料(要証明書)、20 名以上は団体割引 

＊まいど子でもカード提示で、18 歳未満のお子様の同伴者(2 名まで)は無料。 

＊来館の際は必ずマスクをご着用ください。また、体調不良の方のご来館は 

お断りさせていただきます。詳しくは当館HP をご覧ください。 

【 主 催 】公益財団法人 大阪国際平和センター(ピースおおさか) 

〒540-0002 大阪市中央区大阪城 2-1 TEL 06-6947-7208 

http://www.peace-osaka.or.jp     FAX 06-6943-6080 

JR 環状線「森ノ宮」北出口・Osaka Metro「森ノ宮」①番出口 

ウィークエンド・シネマ 

原爆投下から 7年後、1952年 8月 6日に公開。 

広島の原爆をテーマにした初めての日本映画といわれています。 
 

心身に大きな傷を受けつつも、雄々しくけなげに 

生きていく少年少女の姿を描いた作品です。 

2022(令和 4)年 8月の 

8/6(土)、13(土)、20(土)、27(土) 

各土曜日 午後2 時～ 

参加費無料(ただし、入館料が必要です) 

～あらすじ～ 

瀬戸内海の島で教師を勤める孝子は四年ぶりに故郷・広島の街を訪れる。 

戦後復興の兆しの中、かつての教え子の家庭で目撃したのは未だ残る原爆の惨禍。 

元使用人の岩吉爺さんに偶然出会った孝子は、その窮状に胸を打たれ、岩吉の孫を島に連れ帰ることを申し出るが――。 

 

〈監督・脚本〉新藤兼人     〈出演者〉乙羽信子、細川ちか子、清水将夫、滝沢修、奈良岡朋子 ほか 


